特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年03月20日　　504号
・木津川読本　解説会　城陽市今池コミセンと京田辺市中部住民センターで開催　
　先週に引き続き解説会を開きました。城陽市の今池コミセンでは中川宗孝さんは「私が生まれ育ったのが冨野荘の浜で地元中の地元です」、と切り出して得意中の得意のスッポンとカメのお話でした。「南山城で大きなスッポンを獲りました。これがこれまでの日本記録ではないかと公表準備中に島根県で捕獲されたものが少し大きいのが発表されて残念でした。リベンジに心を燃やして7.3㎏のものを翌年捕獲できた。兵庫県の三田市の人と自然史博物館で標本展示されています。このように木津川はスッポンの宝庫です」と、力を入れて話がありました。引き続いて野村治さんから昆虫について解説がありました。そして「現在の学校教育ではほとんど自然界とは切り離されていることが多いのが普通です。写真やスライドでいくら研究しても屋外で本物を観察するのとでは全く違います。本物の昆虫を見れば構造一つとってもどこが動いているのかなどよくわかります。伝わってくるものが全く違います。学校教育では先生方もあまり実体験をされていないようですので、机上での学びになってしまいます。子どもたちが実体験をすると、自然の中でどのような条件や環境で生きているのかが伝わってくるはずです。ここが大事なんです」と力説されました。桜谷先生から生態ピラミッドについてわかりやすいお話がありました。そして五感を使った感じ方の大切さが強調されました。今池会場には23人の出席がありました。翌日16日は京田辺市の中部住民センターでの開催で、古川章特別代表も出席いただき28人の満席に近い状況になりました。この日は野村治さんがスライドを使って昆虫や蛇の抜け殻などの解説がありました。知ることより感じることが将来にわたって力になると説明がありました。田中実知世さんは木津川の河床低下について詳しく解説がされました。そして近畿子どもの水辺交流会に1年間かわがきとなって川を観察してきた発表とその中で育っていく子供たちの姿を生き生きと紹介されました。山村からは木津川の植物の生育の必須条件と草刈りの重要さを解説しました。熱心な質問が続きました。
次回22日は最終回で木津川流域センター（木津川市山城町北河原・24号線沿いの開橋の南100ｍ）で開催します。解説者は福井波恵さんと岡井昭憲と野村さんを予定しています。ふるってご参加ください。お待ちしています。
・第31回京都木津川マラソン大会第5回実行委員会開催される　47名の出席
　雨天の中で始まった大会でしたが無事故で終了できたことが何よりの成果でした。大きなトラブルもなく安堵できた大会でした。700人のスタッフが一丸となって大会を支えていただきました。こうした総括をしながら会計の中間報告があり、未払金が少しありますが昨年を上回る残金が見込めるようですと報告に拍手がありました。出席者の自己紹介の後、全体報告を大植事務局長からあって個人や団体代表者の補足報告が加えられました。最後に32回大会の開催も確認しました。
・観梅ハイキング
　天候が落ち着いて暖かく梅林は6分咲きでいい匂いが漂っています。6名の皆さんが冨野荘駅に集合10時に出発。山本さんをリーダーに1時間弱のハイキングで梅林に到着。楽しいハイキングを味わいました。
・イノシシ防御柵入口扉完成　
　最後まで残っていた通路の扉の設置が完成しました。吉村さんができるだけ安価で仕上げるために苦心をしていただきました。農園に小泉さんや中辻さん等連日お越しになっています。
・平成26年度の地域力再生プロジェクト事業交付金説明会
京都府山城北保健所で13日開催され、　深田さんと播川さんが出席。　例年通りの募集要項が説明されました。出席団体は7団体との事でした。里山の会も次年度どのような申請を行うのか検討を始めなければなりません。
・ＮＰＯ会計処理説明会14日山城振興局で開かれる　
山村参加　年間決算100万円程度なら家計簿程度の処理で可能と思われるが、それ以上の規模の場合は複式簿記を使用されるのがいいとの事でした。振替伝票に正確な記帳がかなめだとのお話でした。現在里山の会では深田理事長が会計処理を行っていただいています。次年度からはこの作業を専門に行っていただくお方を求めています。自薦他薦で名乗っていただけないでしょうか。
・カスミサンショウウオ調査15日（土）10時から　巽さんたちの田植え体験場　桜谷先生が指導　
　名古屋に住居を移された桜谷先生が万障繰り合わせお越しいただきました。発見した谷をくまなく調査をしましたが、未発見に終わりました。翌日16日にも引き続き他の谷筋を桜谷先生が単独で調査をいただきました。
・木津川読本　1万冊出来上がる
　素晴らしい出来栄えです　19日　16年間に里山の会の活動で成果発表の専門的な本は出版してきました。木津川読本は広い分野にわたる専門家が小学生にもわかりやすく解説した総合的な内容で副読本として活用できるものです。他に類を見ない里山の会が誇れる冊子となりました。　木津川沿川の小中学校で希望校には無償配布の予定です。
会員各位は3月31日までの9時～12時（時間厳守）に事務所で受け取ってください。
・3月植物観察会　　3月28日（金）集合午前10時　八幡背割堤駐車場

　　春一番の観察会は八幡三川合流域付近の野生植物の観察です

　　皆さんどうぞ、お越しください

　　詳しいことはホームページ　イベント情報をご覧ください

